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タイのピマイでの大気エアロゾル測定によれば、土壌系粒子 (以後、ダストと記す)は、地上測定データの解析から、乾
期の前半は東アジア特に中国東部からの、後半はバイオマス燃焼に伴うインドシナ半島のダストが輸送された。しかし、
雨期のダストは、乾期に比べて低濃度だったが、時々高濃度が測定された。本研究の目的は、その高濃度のダストの発生
源が、その地域周辺なのかあるいは長距離輸送によるものかを明らかにすることである。そこで、NASAの CALIPSO衛
星搭載ライダー CALIOPのダストエアロゾルを、地上の大気エアロゾル測定結果、SPRINTARSモデル結果、および国
環研の LIDAR データ、と比較した。ピマイでの地上測定によれば、2008年６月 17-20日の大気エアロゾル中には、Si、
Al、Feなどの土壌系粒子が、乾期の３月初旬に黄砂の一部が飛来した時に匹敵する高濃度になった。一方、６月 14-20
日の CALIOPによるダストは、サウジアラビアからソマリア付近、パキスタンからアラビア海、バングラディシュから
ベンガル湾にかけての南北方向に常時観測され、鉛直方向の高さは最大 7kmにも達した。また、LIDAR データによれ
ば、６月 15-17日に地表付近から高度 2-3kmまで高濃度のダストが観測された (６月 18日以後欠測）。さらに NOAA の
HYSPLIT　MODELによる後方流跡線解析によれば、６月 17-20日にピマイに到達した大気塊は、下層ではベンガル湾
上空から数日後に、また高度 2-4kmでは真西のアフリカ東岸上空から約１週間かけて到達した。一方、SPRINTARSモ
デルによれば、６月 14日以後地表から高度 2-3kmまで高濃度のダスト層が存在し、水平方向には、北アフリカ東岸から
西アジア、インドおよびベンガル湾上空にかけて広範囲に存在し、その東端はインドシナ半島上空にまで達していた。こ
れらからピマイの雨期には、局地的なダストだけでなく、西アジア付近の砂漠地帯で発生したダストが、長距離輸送さ
れていたことが強く示唆された。
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